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	製品名: ガストリンウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ガストリンは、胃粘膜からの塩酸分泌を刺激し、ガストリン形成を阻害することを主な機能とするホルモンです。また、このホルモンは胃腸上皮細胞の増殖因子としても作用します。ガストリンには、G34とG17という2つの生理活性ペプチド型があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ガストリンは、胃粘膜を刺激して塩酸を産生・分泌させ、膵臓を刺激して消化酵素を分泌させます。また、平滑筋の収縮を刺激し、胃腸の血液循環と水分分泌を促進します。,オンライン情報：ガストリンの進入,PTM：硫酸化はタンパク質分解を促進し、ペプチドの分解を阻害します。タンパク質分解によって切断されたガストリン間では、硫酸化のレベルが異なります。例えば、ガストリン6はほぼ73％が硫酸化されていますが、より大きなガストリンでは50％未満しか硫酸化されていません。硫酸化レベルも組織特異的である。,PTM: 幽門G細胞には、おそらく2つの異なるプロセッシング経路が存在する。優位経路では、プロガストリンは3つの部位で切断され、2つの主要な生理活性ガストリン、ガストリン-34とガストリン-17が生成される。推定される代替経路では、プロガストリンはC末端側の二塩基性部位のみでプロセッシングされ、ガストリン-71が合成される。,類似性: ガストリン/コレシストキニンファミリーに属する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ガストリン抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ガストリン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	NIH/3T3細胞ライセートのガストリン抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

